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(ABSTRACT)

In 1asertron operation， an electron induced gas desorption from anode 

surface must be decreased for lengthen ing the photo-cathode life • 

Electron induced gas desorption rates マ from several metals were 

measured for the 2-kev electron bombardment, up to the total dose of 

lO1̂ e lectrons/cm"2. Main components of the induced gas species were H2, 

CO and C02.

1 ) 序論
レ ー ザ ー 卜 ロ ン の 動 作 時 に お け る 、力 ソ ー ド の 寿 命 に 関 係 す る 現 象 を 次 に あ げ る 。

1 ) 陽 極 の 電 子 衝 擊 に よ っ て 放 出 さ れ る ガ ス に 力 ソ ー ド が 暴 露 さ れ る 事 に よ る 光  
電面の劣化

2 ) 残 留 ガ ス に よ る 劣 化
3 ) 力 ソ ー ド へ の 陽 イ オ ン 衝 撃 に よ る 劣 化
4 ) 高 圧 放 電 に よ る イ オ ン 衝 擊 及 び こ れ に 伴 う ガ ス 放 出 に よ る 劣 化
5 ) 高 周 波 に よ る 出 力 空 胴 の 放 電 に 伴 う ガ ス 放 出 お よ び 発 生 す る イ オ ン 、電子に

よ る力ソードの劣化  
以 上 の 項 目 の う ち 、 こ こ で は 特 に 1 〉に つ い て 考 え る こ と に す る 。
レーザー卜 ロ ン の 1 パ ル ス 動 作 毎 に 全 ガ ス 量 Q の ガ ス 放 出 が あ っ て 、系内の圧力が  

次 の 様 に 変 化 す る も の と す る 。

S多  一7 •亡 s : Pumping Speed

fCt)̂  Y  ^  V : Volume of the system

ot : Coefficient of the differential pumping effect 

こ の 場 合 力 ソ ー ド は 1 パ ル ス 動 作 毎 に 、次 の 量 の ガ ス 暴 露 を 受 け る こ と に な る 0

f  d t  :

力 ソ ー ド の ガ ス 暴 露 量 1 ラ ン グ ミ ュ ア （l*l(fyTorr*sec〉 が 力 ソ 一 ド 寿 命 で あ る と す



る と 、動 作 パ ル ス 数 で 表 わ し た 寿 命 は 次 の 式 に よ っ て 表 わ さ れ る 。

nn = l 、o バ to — —  = ------------ -----------

こ こ で フ は 電 子 1 個 あ た り の 放 出 ガ ス 分 子 数 、 N は 1'パルス動作の全電子数であるパ  
従 っ て 、 レ ー ザ ー ト ロ ン の 寿 命 を 伸 ば す た め に は 、陽 極 か ら の 電 子 衝 擊 に よ る ガ ス 放 出  
を 押 さ え る と と も に 、差 動 排 気 系 の 高 性 能 化 を は か る こ と が 重 要 と な る -

2 ) 各 種 材 料 の マ 測 定
図 一 1 に 測 定 装 置 を 示 す 。全 圧 測 定 は す べ て 、窒 素 換 算 値 で 表 示 さ れ る ゃ ， 値 の 、 

測 定 は 、電 子 電 流 on-off時 の 圧 力 差 か ら 、い は ゆ る 流 量 法 に よ っ て 求 め た 。試 料 は直径  
70 m m 、長 さ 120 mm程 度 の 円 筒 状 の も の で あ る 。

各 種 の 試 料 に つ い て 、電 子 エ ネ ル ギ ー 2 k e vの 時 の で 一 値 の Dose量 と の 関 係 を 図 一 2 

に ま と め て 示 す 。 こ の 結 果 か ら 明 ら か な こ と は 、Dose量 の 少 な い 間 は 、試 料 の 製 法 、前 
処 理 に よ っ て 、7 — 値 に 差 が あ る が 、Dose量 、の 増 加 に 伴 っ て 試 料 間 の 差 が 失 わ れ て い  
る こ と で あ る 。特 に lOnElectrons/cffll以 上 の 領 域 に お い て は 、試 料 間 の 差 は 殆 ど み ら  
れ な い 。”の 初 期 値 に お い て 最 も 良 い 結 果 を 示 し た の は、SUS 316L材 を 真 空 中 で 高 周 波  
加 熱 処 理 し た 後 、空 気 中 に 取 り 出 し た も の で あ る 。

図 一 3 に 示 し た の は、SUS 316L材 か ら の 電 子 衝 撃 に よ る 放 出 ガ ス の 組 成 分 析 の 結 果  
で あ る 。主 成 分 は 水 素 、一 酸 化 炭 素 、及 び 二 酸 化 炭 素 で あ り 、そ の 他 に 炭 化 水 素 系 の ピ  
一 ク の 増 加 が み ら れ る ◊

図 一 4 に 、同 じ SUS 316Lの 一 酸 化 炭 素 と 二 酸 化 炭 素 の ブ ー 値 の 変 化 を 示 し て お く 。 

こ れ は 全 圧 を 質 量 ビ ー ク の 主 成 分 に 比 例 配 分 し て 各 成 分 の 文 一 値 を 求 め た も の で あ る 令
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図 一 1 測定系 ^



図 - 2 各 種 材 料 の 7 値測定結果

図 一 3 放出ガスの成分分析
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図 一 4  Vac Me I ted  SOS (図  一 2  の □ )
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